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古
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を
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ね
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杉
戸
を
再
発
見
〜

　
　
杉
戸
を
再
発
見
〜

第99回第 99回

区
（
旧
高
野
村
地
域
）
を
描
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
明
治
天
皇
が
杉
戸
町
域
を
通
過
し
た
の
は
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
と
、
同
十
四
年
の
巡
幸
の

際
で
す
。
そ
の
ど
ち
ら
の
巡
幸
を
描
い
た
絵
な
の
か

ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
具つ

ぶ
さに
見
て
み
る
と
、
街

道
沿
い
に
電
信
柱
と
思
わ
れ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
確
か
に
明
治
四
年
に
は
東
京・

横
浜
で
す
で
に
電
信
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
同
九

年
、
あ
る
い
は
同
十
四
年
の
段
階
で
、
杉
戸
町
域
に

ま
で
電
信
（
柱
）
が
普
及
し
て
い
た
の
か
は
疑
問
が

残
り
ま
す
。
さ
す
れ
ば
、
行
幸
が
行
わ
れ
た
同
時
代

で
は
な
く
、
後
世
に
な
っ
て
行
幸
を
想
像
的
に
描
い

た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
つ
づ
く
）

※�

郷
土
の
偉
人・大
島
有
隣
は
、
10
月
号
以
降
に
続
き
ま
す
。

杉戸町
ホームページ

メール配信
すぎめー

広報スマホ版
マチイロ

杉戸町
公式LINE

ユニバーサルデザイン(UDフォント)を
使用し、読みやすい書体を採用しました。

　
現
在
、
春
日
部
市
を
中
心
と
し
た
七
市
町
と
、
宮

内
庁
宮
内
公
文
書
館
と
が
連
携
し
、「
埼
玉
縣
東
部

と
近
代
の
皇
室
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の

メ
イ
ン
は
春
日
部
市
郷
土
資
料
館
で
開
催
の
企
画
展

「
明
治
天
皇
と
春
日
部
」
で
す
が
、
杉
戸
町
で
も
「
明

治
天
皇
行
幸
と
杉
戸
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
展
を
南
公

民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
（
～
９
月
４
日
ま
で
）。

　
そ
こ
で
の
目
玉
の
一
つ
が
、
西
小
学
校
で
所
蔵
し

て
い
る
「
明
治
天
皇
行
幸
（
巡
幸
）」
を
描
い
た
油

絵
の
パ
ネ
ル
で
す
（
下
の
写
真
。
原
資
料
は
西
小

に
て
展
示
）。
こ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
い
つ
誰
が
ど

の
よ
う
な
目
的
で
描
き
、
な
ぜ
西
小
学
校
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
の
か
な
ど
、
詳つ

ま
び
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
十
年
く
ら
い
前
に
確
認
さ
れ
た
時
点
で
相
当
傷い

た

み
、
劣
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り
昔
に
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
す
。
行
幸
と

い
う
内
容
か
ら
、少
な
く
と
も
高た

か

野の

尋じ
ん
じ
ょ
う常
小
学
校
（
西

小
の
前
身
）
と
な
っ
て
以
降
、
時
代
が
下
っ
て
も
戦

前
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
少
し
だ
け
考
証
を
加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
絵
の
左

側
に
は
、
柳
の
木
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

陸り
く

羽う

街か
い
ど
う道
（
江
戸
時
代
の
日
光
・
奥
羽
道
中
）
沿
い

の
並
木
が
柳
で
あ
る
の
は
、
下
高
野
小
谷
堀
、
茨
島

付
近
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
旧
高
野
小
学
校
校

（
社
会
教
育
課　
町
史
・
文
化
財
担
当
編
）

明
治
天
皇
行
幸
と
杉
戸
①

—
 

「
明
治
天
皇
行
幸
図
」 —
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社会教育課　スポーツ振興担当　内線493
問合せ

ファミリーバドミントンとは？
　短いバドミントンラケットと柔らかいボー
ルのついたシャトルを使い、３対３のチーム
で対戦するニュースポーツです。バレーボー
ルのように自分のコート内でパスを回し、相
手コートに打ち返して得点を競います。

�□�はじめての人でも簡単にできる！
�□�手のひらで打つような感覚！
�□�スマッシュ禁止でラリーが続く！

ファミリーバドミントン練習会
　無料体験教室を実施中です。お一人でも
参加できるのでお気軽にご参加ください。
　日時　毎週土曜日　10時～12時　
　場所　杉戸小学校　体育館

　６月18日㈯、杉戸小学校体育館（内田４丁目）にて、杉戸町スポーツ推
進委員連絡協議会主催による「ファミリーバドミントン交流大会2022」
が開催されました。コロナ禍により３年ぶりの開催となった今大会では、
６チーム総勢23名の参加者たちが集い、熱戦を繰り広げました。

優勝：ドウデュース（写真右）
準優勝：リバティONE　３位：リバティTWO、きみたんず

結�果

「いつも練習会に参加しています。成果を発揮できて嬉しいです！」
「小学生の子どもも参加しました。大人に混じれて楽しかったようです。」
「年配の私でも若い子を打ち負かせたので驚きました！」

参加者の声

杉戸町スポーツ推進委員連絡協議会杉戸町スポーツ推進委員連絡協議会 presents レポート

POINT

※�予定を変更する場合がありますので、参加
を希望する方は事前にお問合せください。

レ
レ
レ


